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■茶の湯体験学習を実践するための流れ（準備） 

 

      体験学習決定 

      ↓ 

２ヶ月半前 講師依頼    

      ↓ 

      講師との打ち合わせ① 

      ↓ ・会場下見 

        ・日程調整 

２ヶ月半前 保護者への「茶の湯体験学習」支援を依頼 

      ↓ ・4 名程度の手伝い 

1 ヶ月半前 講師との打ち合わせ② 

      ↓ ・講師決定 

・ 日程決定 

・ 体験学習内容について講師から提示 

1 ヶ月半前 茶の湯体験学習内容を保護者へ伝える 

      ↓ ・保護者の手伝う内容も伝える 

2 週間前  茶の湯体験学習お知らせプリントを児童に配布 

      ↓ 

５日前   お道具を準備。不足分は他校から借りる 

      ↓ ・ござ、茶碗等 

３～４日前 抹茶、お菓子の注文。懐紙、黒文字購入。 

      ↓ ・講師から銘柄に指定がある場合あり 

        ・費用は児童負担 

前日（午前）茶の湯体験学習事前説明 

      ↓ ・部屋、ござの掃除 

  （午後）講師と前日の準備 

      ↓ ・講師のお道具を会場へ搬入 

当日    茶の湯体験学習 開始 

      ↓ ・湯沸かし 

・ 茶碗の湯通し 

・ 体験学習 

後日    講師へお礼 

 

 

＜本手引は堺市立西陶器小学校の実践事例をご提供いただき作成しています＞ 

 

※堺市では、堺市教育アシストネットに有償

の学校園支援ボランティアの登録があり、登

録されている茶の湯講師の先生に依頼が可能

な仕組みがあります。 



■準備するもの 

1 回目 2 回目 

抹茶（１人・・1.5 グラム） 

干菓子（１人・・・1 個） 

懐紙（１人・・・１枚） 

 

抹茶（１人・・1.5 グラム） 

主菓子（１人・・・1 個） 

懐紙（１人・・・２枚） 

黒文字（１人・・・１本） 

保護者の方のお手伝い（４名程度） 

 支援の内容 

   お茶碗に茶杓で抹茶を入れる 

   お茶を点てる 

   干菓子の盛りかえ 

講師の先生が準備するもの 

 軸 

 花入れ 

 花 

 盆略点前道具 

 結界 

 茶巾 

 干菓子盆 ４・・・１回目だけ 

 ビデオ ※お茶の作法、茶の湯の心等に関するビデオ 

学校で準備するもの 

 長机 ４台・・・白布をかける 

 子ども用机 １台（白布をかける）・・・床の間に設定、花を生けて置く 

 電気ポット ３個  ※ポットは口の大きいもので柄杓が入るもの 

 洗い桶 ２個 プラスチック製 

 バケツ １個・・・飲み残したお茶、汚れたお湯を捨てる 

 やかん 大２個・・・お茶椀お湯通し用 準備のとき 

     小１個・・・差し水を入れておく 

 ティッシュペーパー ２箱 

 タオル ２０枚・・・新しいものは１度洗っておく 

 脇取盆（木製） ３ 

 ゴミ袋 毎回１枚 

 布テープ 

 茣蓙 ８畳を２枚 

 ホワイトボード（軸をかけるため） 

 ビデオデッキ、スクリーン 

＜本手引は堺市立西陶器小学校の実践事例をご提供いただき作成しています＞ 


